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キウイフルーツ県産花粉の安定生産に向けて 
 

 県では、高価格な輸入花粉から脱却し、持続可能なキウイフルーツの生産を実現する

ため、県産キウイ花粉の産地を育成する取り組みを進めています。 

キウイフルーツは着果を安定させるため、これまで輸入花粉を使用して人工授粉を行

っていましたが、近年は輸入花粉の価格高騰やかいよう病感染の懸念から、未発生地で

の国内産花粉の生産・供給への期待が高まっていました。 

このため、かいよう病未発生地の行橋市において、株式会社ふるさぽ新田原が県の委

託を受け、キウイフルーツ雄木苗を定植し、キウイフルーツの花粉生産に取り組んでい

ます。 

令和７年７月３日、株式会社ふるさぽ新田原、JA 福岡京築、普及指導センター他、

県の関係者が集まり、雄木の栽培管理や花粉の効率的な精製方法について協議するた

め、検討会を開催しました。検討会では、枝の仕立て方や花粉精製時の環境整備等につ

いて、活発な意見交換を行いました。 

普及指導センターでは、今後も関係機関と連携し、県産花粉の安定生産に向けて取り

組んでいきます。 

  

 

雄木園での意見交換 
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